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情
報
公
開
制
度

　

町
民
の
皆
さ
ん
は
、
自
分
が
「
知
り
た
い
」

と
思
う
、
町
に
あ
る
情
報
を
開
示
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
町
は
、
そ
の
請
求
に
対
し
て

積
極
的
に
情
報
を
公
開
し
て
い
く
こ
と
で
、
町

に
対
す
る
理
解
と
信
頼
を
深
め
、
町
民
参
加
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
開
か
れ
た
町
政
を
実

現
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

■
開
示
請
求
の
件
数

個
人
情
報
保
護
制
度

　

町
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
と
こ
ろ

で
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
個

人
情
報
を
保
有
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

個
人
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
細
心
の
注

意
を
払
う
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
個
人
情

報
を
保
護
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
信
頼
さ
れ

る
町
政
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

町
の
各
担
当
課
は
、
個
人
情
報
を
収
集
、

保
管
お
よ
び
利
用
し
て
い
る
業
務
を
町
長
へ

届
出
し
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
度
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状
況
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■
個
人
情
報
取
扱
事
務
届
出
件
数

　

届
出
総
数 

３
３
２
件
（
平
成
21
年
３
月
31
日
現
在
）

　

こ
の
制
度
で
は
、
町
が
保
有
す
る
皆
さ
ん

自
身
の
個
人
情
報
に
つ
い
て
、
開
示
・
訂
正
・

削
除
・
目
的
外
利
用
な
ど
の
中
止
を
求
め
る

権
利
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
に
お
い
て
は
、
本
人
情
報
の

開
示
請
求
件
数
は
０
件
で
し
た
。

南
越
消
防
組
合
、南
越
清
掃
組
合
の
運
用
状
況
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■
開
示
請
求
や
閲
覧
等
の
件
数

　

南
越
消
防
組
合　

８
件

　

南
越
清
掃
組
合　

０
件

個
人
情
報
保
護
制
度

■
個
人
情
報
業
務
の
届
出
件
数

　

南
越
消
防
組
合　

63
件

　

南
越
清
掃
組
合　

41
件

■
本
人
情
報
の
開
示
請
求
の
件
数

　

南
越
消
防
組
合　

１
件

　

南
越
清
掃
組
合　

０
件

■
問
合
せ 

南
越
消
防
組
合 
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越
清
掃
組
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異
議
申
立
て
件
数

開示請求のうち 開
示
請
求

請
求
の
あ
っ
た
実
施
機
関

非
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示

部
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は
す
ま
つ
り
投
句
会 

入
選
句

ね
ぎ
ら
い
の
声
に
顔
上
ぐ
蓮
切
女	

山
下
　
清
美
（
福
井
市
）

南
越
前
町
長
賞

蓮
切
女
蓮
葉
の
襖
掻
き
分
け
て	

赤
澤
久
兵
衞
（
阿
久
和
）

南
越
前
町
議
会
議
長
賞

花
蓮
を
押
し
戴
い
て
車
椅
子	

中
村
　
良
子
（
東
大
道
）

南
越
前
町
商
工
会
長
賞

白
蓮
の
散
り
て
も
気
品
う
し
な
わ
ず	

井
上
　
恭
子
（
越
前
市
）

福
井
新
聞
社
賞

目
礼
を
か
わ
し
蓮
田
を
見
て
廻
る	

吹
田
ま
す
ゑ
（
敦
賀
市
）

福
井
放
送
賞

峰
に
ま
だ
残
る
明
星
蓮
を
切
る	

津
田
　
静
枝
（
鯖
江
市
）

福
井
テ
レ
ビ
賞

炎
帝
の
虜
と
な
り
て
蓮
茶
も
む	

下
山
　
文
子
（
福
井
市
）

Ｆ
Ｍ
福
井
賞

花
は
す
大
賞

野
佛
に
供
花
し
て
帰
る
蓮
切
女	

上
嶋
　
昭
子
（
越
前
市
）

第
17 
回

　

は
す
ま
つ
り
の
開
催
期
間
に
合
わ
せ
、
花
は
す
公
園
内
に
投
句
箱
を
設
け
、＂
花

は
す
お
よ
び
南
越
前
町
の
史
跡
・
名
勝
＂を
題
材
と
し
た
俳
句
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
県
内
外
か
ら
９
２
０
句
の
投
句
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
選
者
の
野
上
山
椒

子
先
生
ら
６
人
が
選
句
し
た
結
果
、
入
選
句
が
決
ま
り
ま
し
た
。︵
敬
称
略
︶

日
本
一
の
出
荷
量
を
誇
る
花
蓮
の
里
。
夜
明
け
前
か
ら
村
中
総
出
で
収
穫
の
蓮

切
り
に
励
む
。
作
業
を
終
え
て
家
路
に
つ
く
蓮
切
女
が
、
そ
の
径
す
が
ら
路
傍

の
石
佛
に
合
掌
し
花
蓮
を
手
向
け
る
。
そ
の
様
子
が
客
観
的
に
詠
ま
れ
て
い
る
。

花
蓮
と
佛
、
花
蓮
と
浄
土
は
よ
く
句
に
さ
れ
る
が
、
こ
の
句
は
蓮
切
女
の
姿
を

通
し
て
、
働
け
る
喜
び
と
野
佛
の
加
護
に
対
す
る
感
謝
の
念
が
、
さ
り
げ
な
く

ご
く
自
然
に
描
か
れ
、
宗
教
的
な
境
地
に
ま
で
昇
華
さ
れ
て
い
る
。
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評


